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要旨 ：各地域の レデ ィ
ーミクス トコ ン クリート工 場に て 製造 され たコ ン クリート乾燥収縮ひ ずみに 関す る調

査を行い ，以下の こ と が分 か っ た 。 （！）乾燥収縮ひ ずみ は 485〜1020x ］04の広い範囲を 示 し，平均値 は 683

X 　104で あっ た 。（2）粗骨 材に 石 灰 岩砕石 を 単独 で 使用 し た コ ン クリートの 乾燥収縮 ひ ず み は ，他の 粗骨材を

便用し たコ ン クリ
ー

トよ り も小 さ い値を示 し た。（3）コ ン クリートの 静弾性係数と乾燥収縮ひ ずみ の 間に は，

粗骨 材 に石灰岩砕石を単独 で 使用 したコ ン クリ
ー

トを除き，緩やかな負の 相関が確認された。（4）乾燥期間 4

週の 実測値 と建築学会 の 予測式か ら求 め た 26週 推定値は，26週実測 値 ± 100 × 10’6 の 範 囲 で ほ ぼ収 ま っ た。
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1．は じめに

　コ ン クリー
ト構造物の 収縮 ひ び割 れ の 原因 と して ，コ

ン クリートの 乾燥収縮が挙げられる。この 内的な要因 と

し て は，材料物性や調合等が挙げ られ る 。 材料物性とし て

は セ メン ト， 骨材および混和材料の 種類の 影響が あり，調

合とし て は単位水量，水セ メン ト比，単位水量，単位骨材

量等 の 影響が 挙げ られ る 。 各地 域 に お け る レデ ィ
ー

ミ ク

ス トコ ン クリ
ー

ト工 場 に よっ て 製造 され る コ ン クリ
ー

ト

は ，こ の 材料物性および調合が 様 々 で あるた め，その 乾燥

収縮 ひずみは 広い 範囲を示す こ とが予想ざれる
1｝

。

　こ の ような 現状に おい て，日本建築学会か ら収縮ひ び

割れの 制御指針案 2》が発刊され ，表一1に 示す よ う に，具

体化な乾燥収縮 ひずみの 値 に よるコ ン クリ
ー

トの グレ
ー

ド分けが示 された。こ の こ とから，材料的なアプ ロ
ー

チ

で，コ ン ク リート構造物 の ひ び割れ を低減す る ため に，こ

の グ レー
ドに合うコ ン ク リートの要求が多くな る こ と が

考 え られ，今後，レ デ ィ
ー

ミ クス トコ ン クリ
ー

ト工 場 に

よ っ て 製造 され た コ ン ク リートの 乾燥収縮 ひ ず みを 把握

す る こ とは，重要で あ る と考 え られ る 。 近年，これらレ

ディ
ー

ミクス トコ ン クリ
ー

トの 乾燥収縮 ひずみ の 報告
1）・4｝

も出され て おり，更な る デ
ー

タの 蓄積が期待 され る。

　こ う し た背景の もと本報告で は，使用材料，調合の異な

る コ ン クリートの乾燥収縮 ひずみの 把握を目的とし，各

地域の レデ ィ
ーミクス トコ ン クリート工場に よっ て 製造

され た コ ン クリートを 対象と し て 乾燥収縮 ひず み の 調査，

検討を行 っ た。同時 に，圧縮強度および静弾性係数の 調査

も行っ た 。

2．実験概要

2．1 調査対象と した工場

　調査対象と し た各地域に お け る レ デ ィ
ーミ クス トコ ン

クリート工 場の 概要を 表一2に示 す 。 工 場数 は札幌（3社），

東北（3社 ），北陸（2 社），東京（6社），横浜（3社）、名古屋

（3社 ），大阪（5社），神戸（4社）， 広島（3社 ），四 国（4 社），

九州 （3社 ）の計 39工 場とし た。
コ ン クリ

ー
トの 試料数は

各工 場 2 調合 とし，計 78 試料の コ ン ク リー
トとした 。 試

験に使用した コ ン クリートは，主 に 工 場の実機 ミキサー

に よ る練 り混ぜ と して い るが，近畿の
一

部 工 場 は，室 内試

験練 り用 ミキサ
ー

による練 り混ぜ とした。

Z2 讀査対象と した コ ン クリ
ー

ト

　各工 場 の 使用骨材を表
一3に

，
コ ン クリ

ー
トの 概要を 表

一

4に示す。 細骨材種別に 見 る と，砂を単独で使用 して い る

工 場は 15社あ り，北海道，東北、北陸地方は陸砂，山砂

を用 い て い る工 場が多 く，九州 に おい て は 海砂を用 い て

い る もの が多か っ た。また，石灰岩砕砂を混合 して い る工

場は 11社あっ た。粗 骨 材に お い て は，石 灰 岩砕石 を単独

で使用 して い る 工 場 は 7社，石灰岩砕石 を混合して い る工

場は 6社，砂利を単独 で 使用 し て い る 工 場は 4社 で あっ た 。

　ま た
， 調合の 条件 として は ，呼び強度 24およ び 呼び強

度 30の 2種類（以下，「24N」および 「30N」と称す 。 ），使用

セ メ ン トは 普通ボル トラ ン ドセ メ ン トとし，空気量 は

4．5％，ス ラ ンプは 18cmとした。工 場 に よっ て は，高性能

表一1　 コ ン ク リー
トの級 1）

コ ン ク リ
ー

トの 級 乾燥収縮ひ ずみ

標準 650〜800× 10略

高 級 500〜650× 10喝

特級 500 × 1ゴ 以下

表一2　調査対象とした コ ン クリ
ー

ト工場

工 場 39社

贓

o 内数値は

工 場数

　　 　 　　 　 　　 9地域

　 北海 道 （3）．東 北 （3》，関 東 （9），北陸 （2｝，
東海（3＞，近畿 （9》，中国（3），四 国 （4＞，九 州（9）

試 料数 2捌 合，78試料

＊1   大林組　技術研究所　建築材料研究室　工 修　（正会員）

＊2   大林組　技術研究所　建築材料研 究室　工博　（正 会員）
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表一3 各地堀 に おける工場の 使用骨材
地域別 骨 材種類 別 （分類 ま とめ）

細骨材 粗骨 材 細骨材 粗骨材

北海道 〔3） 陸砂 （2），陸砂 ＋砕砂 （1） 石 灰岩 （1），陸砂 利 （D ，安 山岩 （D
東北 （3） 山砂 （3） 硬 質砂 岩 （2），輝 緑 岩 （1）

関東  
石 灰砕砂 ＋ 山砂 （の，石 灰砕砂＋ 隆砂（1｝，
石 灰砕砂 ＋ 砕砂 ＋ 山砂 （2＞，山砂 （2），

石 灰岩 （5），石灰 岩 ＋硬 質砂 岩（D ，
硬 質砂 岩 （3》

北 陸   隆砂 （2） 陸 砂利 （2） 石灰岩 （7）

東海 （3）
石 灰砕 砂 ＋ 山砂 （1），川 砂 （1），
山砂＋ 廱砂 （1），

川 砂利 （D ，山砂利＋ 硬質砂岩（D，
陸砂利 ＋硬 質砂 岩 （D

石 灰砕 砂 ＋砂

石灰 砕砂 ＋砕 砂

石 灰 砕砂含 （3種）

（7）
（6）
ω

石 灰岩混合
　 砂 利

（6）
ω

近畿   石 灰砕 砂 十 砕砂 （5），海 砂 十 砕砂 （の
石 灰岩 （D ，石灰 岩 ＋流 紋岩 （D ，硬 質砂 岩 （1），
安山岩 （2），流紋岩 （3），石 英斑岩 （1）

　 砂

砂 ＋砕 砂

q5）

（5）

砂利混合
硬質 砂 岩

安山岩

〔2）
（8）
（5）

中国 （3＞
石 灰砕砂 ＋ 加 工 砂 （D ，
石 灰砕砂 ＋ 砕砂 ＋ ス ラグ （D，
加 工砂 ＋ ス ラグ （D

石灰 岩 ＋粘板岩 （1》，硬 質砂 岩（1），
粘板岩 （D

その 他 （2）
その 他 （7）

四 国 （4）
石 灰砕砂 ＋ ス ラ グ（1），
石 灰 砕砂 ＋ 砕砂 ＋海砂 （D，
山砂 ＋海砂 （D ，砕砂 （1）

硬 質砂岩 U），安山岩   ，
硬 質砂岩 ＋ 安山岩 （1）

九 州 （3＞ 海砂 〔3）
石 灰 岩 ＋ ひ ん岩 （1），石 灰 岩 ＋ 結晶片岩 （1＞，
石 灰 岩 ＋角 閃岩 （D ※ 0 内の 数 値 は 工 場 数

AE 減水剤 お よび AE 減水剤の 使用に よ り，同 じ呼び強度

でも，2種類の 調合を持 っ てい る場合があるが，建設現場

へ の 出荷頻度が高い 調合を対象と した 。

　呼び強度 に 対す る 各 地 域の コ ン ク リートの 水 セ メ ン ト

比 （以下，W 〆C と称す 。 ）を図
一1に 示す 。 全地域の WIC 平

均値は 「24N 」で 565 ％，「30N」で 49．1°loで あ っ た 。 地 域別 に

見 る と閲東お よ び近畿は 共に 平均を 上 回 る結果 とな っ た 。

　呼び強度 に対す る各地域の コ ン クリ
ー

トの 調合上．単位

水量を図 一2 に 示す 。 全地域の 単位水量平均値は 「24N 」で

178．4kgtms， 「30N」で 179．7kglm3で あ っ た 。 各地域に お い

て，北海道および北陸が他の 地域よ り も単位水量が 小 さ

く，単位水量 170kgtrnS以
一
ドの 工場 （4社 ）は，粒形の 良い 陸

砂，陸砂利および吸水率の 低い 石灰岩砕石を用 い て お り．

こ れ が単位水量を 低 く設定 で き る要 因 と考え ら れ る 。

2，2 試験項目

　各 工 場に よっ て 製造 さ れ た コ ン ク リ
ー

トの試験 項 目を

表一5に示す 。 試験項 目と し て は，フ レ ッ シ ュ 性状，乾燥

収縮ひず み，質量減少率，圧縮強度，静弾性係数とした。

2．3 試験体の作製，養生方法

　コ ン クリート試験体は，工場に て打設後，翌日の脱型時

ま で封か ん養生，翌日か ら材齢4 も し くは 5日ま で 水中養

生を行 い ，弊社研究所へ の 移動は 封かん養生に て行っ た。

その 後，試験体 は 水中養生を行 い ，乾燥開始材齢 を打設時

点か ら 7 日と し て ，20 上 2℃，60± 5％ の 恒温恒湿室に て

測定材齢時まで静置 した。 圧縮強度試験体は，移動後材齢

28日 ま で水中養生 を行い ，圧縮強度お よ び静弾性係数の

測定を行 っ た 。

　　　　　　　表
一5 測定項目および方法

表
一4　調査対象と した コ ン クリートの 概要

24　　　　　　　　　 30
空 気 量 （％） 4．5、
ス ラン プ （cm ） 玉8c蘿

W／C （％） 53．0〜60．5 （56，5） 46．0〜52．0 （49 ＞
調

合
単位 水量 （kgん

3
） 165〜184 （正78） 168〜186 （180）

s ／a （覧） 4且．1〜55，2 （弼 ） 39，7〜53．3 （46）

S容 積 （Lん う 282〜371 （323） 266〜349 （303）

G容 積 （L／囗
呂
） 301〜405 （353） 306〜404 （355）

セ メ ン ト 普通ボル トラ ン ドセ メン ト（8社）

《E減水 剤 5社，6種類

高性能AE 減水剤 3社，5種 類
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3．実験結果

3．1 フ レッ シ ュ 性状試験結果

　各 コ ン クリ
ー

トの フ レ ッ シ ュ 性状試験結果を表一一6に示

す 。 ス ラ ン プは 16．5〜21．5crn，空気量 は 3．5〜5．8％とほ

ぼ目標値内に 収まっ た。また コ ン クリ
ー

ト温度 は．各地域

に お け る気温 の関係か ら 10．0〜29．0℃ と広い 範囲 を 示す

結果 とな っ た 。

3．2圧縮強度試験結果

　各 コ ン クリ
ー

トの セメン ト水比と圧縮強度（標準養生，

材齢 28日）の 関係を図
一3に示す 。 図より，「24N」の コ ン ク

リートCこお い て 30．3〜49．2N1 
2
（平均 36．6Nlmmz ），「30N」

に おい て 35．6〜56．8N   m2 （平均 43．8N ！ 
2
）の 値 を示 し，

呼び強度 よ り，少な くとも 5Nlmm ：

以 上大 きい 値 とな っ

た 。 近畿地域内の 工 場 に お い て は，地域内で強度算定式が

固定され て い ると考え られるため（「24N 」では WC ≡57％，

「30N」で は WIC ＝50％ ）， 呼び強度よりも実際の 強度 が 顕著

に 大きい もの が多数あ っ た。 そ の他，地域に おい ては，セ

メ ン ト水比が大きい ほ ど，強度が大 き くな る傾向で あ る

が，10N’  2 皺 の ば らつ きが生 じ る結果となっ た。

3．3 乾燥収縮試験結果

　（1）乾燥収縮の分布

　乾燥期間26週に おける「24N」と「30N」の 乾燥収縮ひ ずみ

の 頻度を 図
一4に 示す 。 乾 燥 収縮 ひ ずみ は 48S〜1020　x　10．

と，試料に よ っ て広い 範囲を 示 し，そ の 平均値は 683　× 　10‘

で あっ た。r24N」と 「30N」を合わ せ た全 78試料中，表一1に

よ る コ ン クリ
ー

トの 級 と し て，「標準 」 を クリア して い る

もの （800× i舮 以 下）は 60試料（全体 の 76，9％ ），「高級 」を

クリア し て い る もの （650 × 10−6 以 下 ）は 38試料 （全体 の

63，3％ ），特級を ク リ ア して い る も の （500　× 　IO4以下）は 1

試料 （全体の 2．6ele）で あ っ た 。 ま た，800 × 10．6 よ り大 き い

も の は 18試料 （全体の 23．1％ ）あり，工 場，調合 に よっ て

は 「標準」の乾燥収縮ひ ずみ 以上に な る こと を留意す る必要

があ る。

　 〔2｝謖合による比較

　乾燥期間 26週 に おける乾燥収縮ひずみに お い て 「24N 」

と「30N 」で 比較 し た も の を 図
一5に 示す 。 図 よ り，乾燥収

縮 ひ ずみ にお い て 「24N 」お よび「30N」を比較す る と，一部

200 × 104程度 と大きく異なるもの の ，工 場 ごと に よ る 乾

燥収縮ひずみ の大きさ は 同程度で あ っ た 。

　質量減少率 と乾燥収縮 ひ ず み の 関係を 図
一6 に 示す 。 全

体 と して 質騒減 少 率 が 大 きい ほ ど，乾 燥 収 縮 ひ ずみ は 大

きくな る傾向を示すが，個々の 試料 で 比較すると，質量減

少つ ま り水分 の 逸散が 同 じで も，乾 燥 収縮ひ ずみ は大き

くば らっ き，両者の相関係数も低い もの で あっ た 。 また

「24N」と「30N 」を比較す る と，それぞれ の 近似式の 傾 き は

異 な る結果とな っ た。
こ の こ とか ら水分逸散に 起因す る乾

燥収縮ひ ず み は，その コ ン クリートの調合および使用材

表一6　フ レ ッ シ ュ 性状試験結果

測定項 目 24N 30H

ス ラ ンプ （cm ） 17．O〜21，0 （19．0） 16．5〜21．5 （19． 
空気 量   3．5〜5．8 （4．7） 3．9〜5．8 （4．8）
CT （℃） 10，0〜29，0 〈21．7） 10．O〜28．　O （21．9）
※ o内数値は 平均値
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料に よっ て 大きく異なると考 え られ る 。

　 （3）単位水量 との 比較

　調合上の 単位水量と乾燥収縮 ひずみの 比較を図
一7に 示

す。図より近似直線 は 着干右上がりの 傾向を示す もの の ，

その 相関係数 は 極めて小 さい ，単位水量 165〜186kglmコの

範囲では．単位水量の 大 きさに よらず乾燥収縮 ひずみ は

大 き くばらつ く結果 とな っ た。こ の 理由と して，単位水量

よ りも使用材料 の 影響が大 き い 事が考 え ら れる 。

　（4｝各地域の乾燥収縮ひずみ

　地域別に よ る乾燥収縮ひ ず み を 図
一8に 示す 。 全地域の

乾燥収縮ひ ず み の 平均値 （683 × IO・s）と比較 して ，各地域

の平均値に おい て，乾燥収縮ひ ずみ が大きい 地域は，北海

道，東海，四 国 であっ た 。 た だ し各地域に お い て乾燥収縮

ひ ずみは 最大 371x10 ’6 程度 と大きくば らっ く結果とな

り，地域に よ っ て 乾燥収縮ひ ず み の 値を 推測す る こ と は

困難で あ る と考 え られ る 。

　（5）細骨材種類による乾燥収縮ひずみ

　細骨材種類別 に よ る 乾燥収縮 ひ ずみを図
一9に示す。各

細骨種類別 に み た 乾燥収縮 ひ ず み の 平均値 は ，石 灰 岩砕

砂 ＋砂 で は 659 × 10’6，石灰岩 ＋砕砂（ス ラ グ も含む）で は

68t × 10’6，石灰岩他 3種 の 異なる細骨材を混ぜ た もの で

は 797 × 104，砂単独 で は 666× 1（H ，砂 ＋砕砂 で は 638x

1舮，そ の他細骨材で は 790× 10雨 で あっ た 。 全平均と比

較 して，各細骨材種類 の 平均値 に おい て，乾燥収縮が大 き

い もの は 、 石灰岩砕砂を含めた 3種類混合細骨材，および

そ の 他細骨 材 で あっ た 。 ただ し，地域ごとに 並べ た乾燥収

縮 ひ ず み の 傾向 と同様，各細骨材 ご との 個 々 の デー
タの

乾燥収縮ひ ずみの ばらつ きは 約 300 × 10di　・一　SOO × 104 と

大き く，細骨 材種類 に よ っ て 乾燥収縮 ひ ず み の 値を 判定

す る こ とは 困難で あると考え られ る 。

　 〔6）粗骨材種類による乾燥収縮ひずみ

　粗骨材種類に よ る乾燥収縮ひずみを図
一10に 示 す。各粗

骨材種類別に み た 乾 燥収縮ひ ずみ の平均値 は、石 灰岩砕

石単独で は 554 × IO−6，石灰岩砕石混合で は 615 × 10．6，砂

利単独 で は平均 721× 10・6s 砂利混合 で は 785× 10・6，硬質

砂岩砕石単独で は 776 × 10’6，安山岩砕石単独 で は 743X

lO・6，そ の 他砕石 で は 670 × IO4で あっ た 。 全 平均 と比較

して，乾燥収縮ひずみが大きい もの は，砂利，砂利混合，

硬質砂岩砕石，安山岩砕石 で あ っ た 。 た だ し，石灰岩砕石

単独以外 の 粗骨材個 々 の デ
ー

タの ば らつ きは，約 250〜

450× 104と大きい 。

一一
方，石灰岩砕石を用い たコ ン クリ

ー

トは ，全平均に 比べ 約 130XIO6 程度小さくなり全平均

（683× IOづ）の 8（P／・程度 の大きさとな っ た。こ の こ とから，

石 灰 岩 以 外 の 粗 骨 材種類 に つ い て は，種類 に よ っ て乾燥

収縮ひずみの 大小を判定するこ とは困難 で あると考 え ら

れ るが，粗 骨 材に 石灰岩単独で使用 し た場合，コ ン ク リ
ー

トの 乾燥収縮 が 小さくな る傾向が あ る こ とが 分かっ た e
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　 （7）吸水量と乾燥収縮ひ ずみの 関係

　乾燥収縮ひ ずみ に影響す る骨材の
一

品質 として ，骨材

の 吸水量が考え られ る S）
。 そこ で，骨材の 吸水率，吸水量

（吸水率x 骨材使用量），
コ ン ク リートの全水量（単位水量

＋ 骨材吸水量）と コ ン ク リートの乾燥収縮ひ ずみ 。質量減

少率の 関係から近似直線 を 求め，その 相関係数 を 調査 し

た 。 骨材の吸水率は ， 細骨材 ・粗骨材共にその 混合比から

平均値を求めて い る。各相関係数の
一覧を 図

一・llに示す 。

（図中で は，細骨材 の 吸水率を ws ，吸水量を WS ，粗骨材

の 吸水率を wg ，吸水量を WG とし て い る。）図から，相関

係数は 最大で も 0．235程 度で あ り，本 試験 内で は，コ ン ク

リ
ー

トの 乾燥収縮 ひずみと各因子の 関係性 は低い 結果 と

な っ た。ま た，各因子 の 中で ，粗骨材に 関係す る もの （wg

お よ び WG ）に関して，コ ン クリートの 乾燥収縮 ひ ずみと

の相関係数の値が，他の値に比べ て大きい結果 とな っ た 。

3．4 静弾性係数試験結景

　 （1）静弾性係数と圧縮強度の関係

　材齢 28日（水中養生）の 静弾性係数 と圧縮強度の 関係を

図
一12に 示す 。 静弾性係数は，New ・RC 式e

（強度試験体

の 単位容積質量平均値 に より y　
＝23．25 とした 。 ）と比較す

る と，石 灰岩を 用 い たコ ン クリートはkl＝1．2の 式よりも下

回り，安山岩 ・粘板岩を 用 い た も の，そ の他の 粗骨材を用

い た もの は，k；＝ O．95 の 式および k1＝1．0 の 式 よ り もそ れ ぞ

れ上側に 広く分布す る結果 とな っ た。

　（2）コ ン クリ
ー

トの静弾性係数と乾燥収縮ひずみの関係

　 コ ン クリ
ー

トの 静弾性係数と乾燥期間26週 の 乾燥収縮

ひ ずみ の関係を 図
一13に 示す 。 相関係数は 0．38 と小さい

が，全体 と して 静弾性係数が大きくな るほ ど，乾燥収縮 ひ

ず み は 小 さ くな る傾向が見 られ た。粗 骨 材の 種類 ご とに

見ると，砂利，砂利混合および硬質砂岩，石灰岩混合は負

の 相関が見 られ た。一方，石灰岩砕石の み を用 い た コ ン ク

リートは静弾性係数の 大小 に かかわ らず，乾燥収縮 ひず

み は小 さ い 値を 示 し，負の相関性は 見られなかっ た。こ の

こ とか ら，石灰岩砕石 を用 い た コ ン ク リートに お い て ，乾

燥収縮 と静弾性係数 の 関係 は 小さい こ とが分 か っ た 。

　個 々の 圧縮強度 お よ び単位 容積質量の測定値とNew 　RC

式（kl＝LOとした）から静弾性係数を算出し，実際の静弾性

係数 の測定値との 比率 （
＝測定値÷ New 　RC 式に よる計算

値 ）を求めた 。 以下，こ の 比率を係数 a とす る 。

　係数a と乾燥収縮 ひ ずみの 関係を図
一14に示 す 。 石灰岩

砕石の み を 用い た コ ン クリートを除き，係数aが大きくな

る ほ ど（実際の 静弾性係数が計算値 よ りも 大き い ほ ど）乾

燥収縮ひ ず み は 小 さ くな る傾 向を示 し，近似式に よる相

関係数は 図
一13の もの より，大きくな る結果とな っ た 。 こ

の こ とか ら，乾燥収縮 ひ ずみ の 大小の 傾向を把握す る に

は
， 静弾性係数の 測定値 の み で 比較す る よ り も，係 数 a で

比較す る方がより有効で ある と考え る 。
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3．5 乾燥期聞 26週の乾燥収縮ひずみの予測

　図
一15に 乾燥期間4週 と26週 の 乾燥収縮 ひずみの 関係を

示す 。 近似式の切片を0 とす る と，本試験 に おい て 乾燥期

間26週乾燥収縮 ひ ずみ ＝L736 × 乾燥期 間4週乾燥収縮 ひ

ずみ で表す こ とが出来 た 、 日本建築学会の収縮ひ ずみ予

測 式 2）
（以下，AIJ 式 と称 す 。 ）に お い て ，乾 燥 開始 材 齢 を

7日とす ると，乾燥期間26週乾燥収縮 ひ ずみ＝1．771 × 乾

燥期間4 週乾燥収縮ひず み となり，AIJ式 と同程度の関係

を表す結果とな っ た 。 各乾燥期間 に おける測定値 と26週

測定値の 近似式と，AIJ式 に よる各乾燥期間に おけ る計算

値 と26週計算 値 の 関係式 を表一7に示す。表よ り，測 定値

か ら求め た 近似式 と，AII式 に よ る 材齢の 関係式は，同程

度 で ある こ とが 分かっ た。こ の こ とから，より
一

般的で あ

る AIJ式を 用 い て，各乾燥期間に お け る 測定値 か ら 26週

の 推定値を算出し，26週測定値との 比較を行っ た 。

　比較の 結果を表一8に 示す 。 表よ り， 乾燥期間1週に お

け る 測 定値 か ら 乾 燥 期 間 26 週 を 推 定す る と 推定

値 ± 200 × 1舮 程 度の 範囲，2週 か らの 推定で は 推定値 ±

150x1舮 程度，4週からの 推定で は 推定値 ± 100　×　IO−6 程

度，8週で は推定値 ± 75x10 ’6
程度，13週か らの 推定で は

推定 値 ± 50 × 10’6程 度の 範 囲内に ほ ぼ収 ま る 結 果 とな っ

た 。 よっ て，乾燥期間が短い 乾燥収縮ひずみか ら 26週 の

乾 燥収 縮ひ ずみ を ± 100× 10‘

の 範囲 で推定す る に は ，少

な く とも 乾燥期間4週以降の実測値が必要 と考 え られ る。
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4．まとめ

　各地域の レデ ィ
ーミクス トコ ン クリート39工場に て製

造 され た 呼び強度 24お よ び30の コ ン ク リート，78試料に

つ い て 乾燥収縮 ひ ずみ に 関す る調査を行い ，以下の こ と

が分かっ た。

（1）乾 燥 収 縮 ひ ずみ は 485〜1020 × 10・‘の 広 い 範 囲 を示 し，

　 全平均値 は 684x10 ．6 とな っ た 。

（2）粗骨材を石灰岩単独 で使用 し た コ ン ク リー
トの 乾燥収

　 縮ひ ずみ は ，平均 554XlO −6 と他の 粗骨 材を使用 し た

　 コ ン ケリートよ りも小さい 値 を示 し，全平均684x10 ‘

　 の 80％ 程度の 大きさとな っ た。

（3）今試験 に おけ る調合上単位水量　165　一　1　86kgfmコの 範囲

　 内に おい て，単位水量 と乾燥収縮の 間に 明確な 関係性

　 は 見られ なか っ た 。

〔4）コ ン ク リートの 静弾性係数と乾燥収縮ひ ずみ の 間に は，

　 石灰岩砕石単独 の コ ン ク リー
トを 除 き，緩やか な負の

　 相関関係が確認 され た 。

（5）乾 燥期間 4週 に お け る乾 燥収縮び ずみ と 建 築学会 の 予

　 測式から求めた乾燥期間 26週推定値は，26週に おけ

　 る測定値 ± 100Xl 舮 の 範囲で ほ ぼ収ま っ た 。
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表 一7　各乾燥期 間 に お け る 測定値 と 26週 測定値の 関係

乾燥
期 間

（週）

　 各乾燥期間に お け る
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（週）

測
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デー
タ

　数

（個 ）

　26週
推定値 を

求め る

為の 係数
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